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厚
目
電

行
集

発
編

ご
み
減
量
化
･

資
源
化
新
シ
ス

テ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し

て
約
五
か
月

が
経
過
し

ま
し

た
。

以
前
の
ご
み

の
出
し

方
か
ら
比
べ
る
と
、

資
源

ご
み
の
種
類

、

集
積
場
所

、

収
集

回
数
等
大
幅
な
変
更
で
あ
り
、

当

初
は
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し

た
が
、

徐
々

に
資
源
と
ご
み
の
正
し

い
出

し

方
が
浸
透
し

て
き
て
お
り
、

ご

み
減
量
化
･

資
源
化
、

共
に
良
い

方
向
に
進
ん
で
い
ま
す

。

今
後
も
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
定
着

さ
せ

、

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に

活
用
す
る
循
環
型
社
会
を
形
成
し

な
が
ら
、

平
成
二
十
六
年
度
資
源

化
率
35
%
の
実
現
に
向
け
て
頑
張

り
ま
し
ょ

う
o

な
お
、

資
源
ご
み
の
持
ち
去
り

を
、

禁
止
す
る
条
例
が
施
行
さ
れ

て
お
り
ま
す

。
礎
繊
麗

　
　
　

｢
誰
窓
が
健
康
で
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
｣

いジ合い 動 し で 地 団 A ワ ○
, . ,朝し会 と を て 幸城 当 体等 1 し r

‐

　　　　　　　　　　　　　 　
　 　 　　　

　　　　　　 　

　　　　　　
　

　　　　　　　

贅壱を鷲総務盪蝋に幽盡盪
讓鬘ノ

メを
願 自 た 活指康 、 o 七 T ト 戸室地区 配合連 ワーク シ ョ ッ プの様子

厚
木
市
で
は
、

現
在

、

セ
ー
フ

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

の
認
証
取
得
を
目

指
し
、

様
々

な
取
り
組
み
を
展
開

し

て
い
ま
す

。

そ
の
一
環
と
し
て

、

地
域
で
セ

ー
フ
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

活
動
を
実
践

す
る
セ
ー
フ
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

モ
デ′

ル
地
区
に

○
戸
室
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会

○
上
三
田
自
治
会

○
み
ら
い
文
化
川
本
自
治
会

○
下
川
入
第
三
自
治
会

○
小
鮎
子
ど
も
の
安
全
見
守
り
隊

(
ア
メ

ニ
テ
ィ
ヒ

ル
本
厚
木
自
治

会
、

南
千
頭
自
治
会

、

古
松
台

自
治
会
)

○
西
仲
自
治
会

中三田第二自治会の分別状況を市長視察

セーフ コ ミ ュ ニ テ ィ認証取得に向けて の総決起大会の様子

　　　
　
　
　
　

,｣

き

か

　

　　
　　
　

　

　　
　　

　　
　

、

こ
ご‘
‘
‘
ま
す
、
#

　　

　
　　　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

.続い
繭
選

　　
　
　

凌
ご雙
き
き
痣
ゞ
む
き
鑓
*
競
れ
瀞さ
も
“ふ
さ
ぎ
#
誘
導
“
製
さ
≦
ん
さ
き
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む
き
れ
き
き三
総
き
熱"な
熟
し
尋
ね
滋
諄
々
裁

き

資
源
化
率
艇
%
を
園
指
巴
弛
館、

総
だも
気
弱
まな
掻
き
瀞
愛さ芝
詩
を
言
辞
き
き
乳
浮
き
~
な
さ
#楼
丸
み
滲
み
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な
ぜ
ふ
き
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き
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に訟彰
課
題
に
関
し

て
は
、

何
処

囮
M

溝
室
“
.

潴
1
逼
塑

、

城
も
共
通
し
て
い
る
問
題
と
鸚
話
増

,

“

心
も
ま
す
ず
れ
た
ち
元
酊
粍
礼
ゞ
洲隅熱を,

茉
‐

慶
ば

≠
を
入
れ
て

橡
訥
が
急

ぷ鰯残務
!

　
　　　

が
れ
て
い
ま
す

o

そ
の
中
で
も
、

ん蠕獲

て 成 な ま

　　　　　　　　
き り て の れ考 、

lだ な
る

ま 通 痛 に え 増
し れ い し ま 員

-- } 斐

子 ども太鼓衆
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が
れ
て
い
ま
す

。

そ
の
中
で
も
、

子
ど
も
育
成
リ
ー
ダ
ー
と
会
員
増

員
を
目
指
す
目
標

。

ま
た
、

太
鼓

保
存
会
の
後
継
者
問
題

、

現
在
は
、

指
導
者
の
高
齢
化
に
よ
る
人
員
不

足
等
も
急
務
で
す

。

毎
年
秋
に
は
、

町
の
鎮
守
さ
ま
の
｢
船
喜
多
神
社
｣

の
例
大
祭
に
花
を
添
え
て
く
れ
ま

す
子
ど
も
太
鼓
衆
も
減
少
し
、

事

あ
る
ご
と
に
呼
び
掛
け
を
し

て
い

ま
す
が
募
る
こ

と
は
無
い
現
状
で

す
。伝

統
あ
る
も
の
は
後
世
に
引
き

継
が
せ
る

対
策
を
積
極
的
に
検
討

し
、

実
現
す
る
考
え
で
す

。

こ

の

場
を
拝
借
し

て
、

是
非
、

太
鼓
を

叩
い
て
み
た
い
方
は
心
よ
り
歓
迎

致
し

ま
す

。

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

一
方
、

子
ど
も
の
数
も
減
少
し

て
い
る
の
も
事
実
で
す

。

工
夫
次

第
で
子
ど
も
育
成
会
を
運
用
で
き

る
と
考
え
ま
す

。

先
ず

、

自
治
会

組
織
に
統
合
し
、

子
ど
も
育
成
者

は
自
治
会
の
役
員
で
執
行
し

て
、

市
子
連
加
盟
は

｢
○
○
自
治
会
子

ど
も
会
｣
と
し

て
登
録
す
れ
ば
、

保
護
者
の
役
員
負
担
が
解
消
さ
れ

自
治
会
行
事
の
参
加
者
の
顔
ぶ

れ
が
同
じ

と
い
う
悩
み
を
持
っ

た

自
治
会
も
あ
る
と
思
い
ま
す

。

当
地
区
で
は
、

昨
年
十
二
月
に

“

行
わ
れ
た
年
末
清
掃
に
、

依
知
中

I′

学
校
の
生
徒
さ
ん

(
約
二
百
三
十

燕
熟さ『

人
)
が
参
加
し

て
、

地
区
内
の
そ

れ
ぞ
れ
の
自
治
会
で
一
緒
に
汗
を

流
し

ま
し

た
。

長
坂
地
区
に
は
、

溌
讓
き

施
し

た
時
に
は
、

七
割
近
く
の
参

加
も
得
ら
れ

、

後
に
は
反
響
も
あ

り
ま
し

た
。

路
地
裏
の
防
犯
を
モ
ッ

ト
ー
に

し

て
、

放
置
自
転
車

、

オ
ー
ト
バ

イ
等
の
迅
速
な
撤
去

、

ご
み
集
積

所
近
く
の
不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
、

集
積
所
の
移
動
、

防
犯
灯
を
隠
す

木
の
枝
切
り
等
、

整
っ

た
環
境
づ

く
り
を
、

小
さ
な
目
配
り
が
防
犯

推
進
の
一
歩
と
考
え
て
、

今
後
も

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す

。

な
お
、

当
地
は
中
津
川
を
東
に

見
て

『
せ
せ
ら
ぎ
の
小
道
』
や

、

鮎
の
養
殖
場
も
あ
る
田

園
風
景
で

す
。

一
度
寄
っ

て
く
だ
さ
い
。

-

詠

　
　　　　　

　　
　
　

　
　

　

　

　

さ
を

“

僅

れ
陣

,。

出

平成 2 2

後
継
者
育
成
に
力
を
!
!

厚
木
北
地
区
元
町
自
治
会

会

長

香

田

英

明

ま
す
し
、

増
員
対
策
も
手
助
け
に

な
る
と
考
え
ま
す

。

い
ず
れ
に
し

て
も
、

後
継
者
育

成
は
頭
の
痛
い
問
題
で
す
が
決
し

て
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
す

。

頑
張
り

ま
し
ょ

う
!

待

覇

藤
塚
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
も
参
加

し

た
。

そ
れ
は
青
色
回
転
灯
を
装

し

て
く
れ
ま
し

た
。

備
し
た
二
台
の
民
間
車
両
で
す

。

当
初
は
依
知
中
学
校
生
徒
会
か

そ
の
う
ち
一
台
は
、

下
依
知
で
車

ら
の
申
し

出
で
始
ま
り
、

今
回
で

上
荒
ら
し

が
起
こ

り
や
す
い
時
間

三
回
目
と
な
り
ま
し

た
。

中
学
生

と
言
わ
れ
る
午
前
三
時
三
十
分
か

か
ら
自
治
会
活
動
に
参
加
し

て
い

ら
出
動
し

て
い
ま
す

。

そ
れ
ぞ
れ

く
こ

と
で
、

自
治
会
活
動
が
身
近

個
人
の
都
合
の
な
か
で
創
意
工
夫

な
も
の
に
な
る
こ

と
や
自
ら
ほ
う

し

て
、

『
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
目

き
を
手
に
清
掃
し

て
、

き
れ
い
に

分
た
ち
で
守
る
。

』
を
実
践
し

て

す
る
こ

と
に
よ
り
、

地
域
を
大
事

い
ま
す

。

に
す
る
気
持
ち
が
育
つ
こ

と
と
思

い
ま
す

。

そ
し

て
近
い
将
来
、

こ

の
生
徒
さ
ん
た
ち
が
自
治
会
活
動

防
犯
モ
デ
ル
地
区
と
し
て

の
中
心
戦
力
と
な
っ
て
い
く
こ

と

で
し
ょ

う
。

“

睦
合
北
也
区

日

B

目
台

地
区
内
の
下
依
知
自
治
会
で
は
、

六
年
前
か
ら
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し

て
い
ま
す
が
、

今
年
か
ら

も
う
ひ
と
つ
の
戦
力
が
加
わ
り
ま

“

睦
合
北
地
区
十
日
市
場
自
治
会

会

長

野
,

田

勲

ら

昨
年

、

セ
ー
フ
コ

ミ

ュ

ニ
テ
ィ

ま

推
進
の
一
環
と
し
て

『
防
犯
モ
デ

ル
地
区
』
の
指
定
を
受
け
ま
し

た
。

さ
て

、

今
ま
で
自
治
会
活
動
に

消
極
的
な
地
域
の
人
が
、

一
年
間

継
続
す
る
活
動
に
賛
同
し

て
い
た

だ
け
る
の
か

、

私
自
身
不
安
も
あ

り
ま
し

た
が
、

班
長
さ
ん
の
定
例

法
会
で
意
外
に
も
賛
成
を
得
て

･

美

ま

施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

し

先
ず
は
防
犯
モ
デ
ル
地
区
の
立息

　
　　　　　
　　　　　　　　

い

日

夜
九
時
か
ら
十
時
ま
で
、

四
、

良

五
人
の
役
員
体
制
で
一
人
月
一
回

の
無
理
が
な
い
計
画
で
実
行
に
移

し

ま
し

た
。

ま
た
、

八
月
の
お
盆

に
は
全
戸
に
協
力
を
お
願
い
し

て
、

一
週
間
大
通
り
に
テ
ン
ト
を
張
り
、

『
防
犯
強
化
週
間
』
の
看
板
で
実

自
治
会
活
動
に
新
戦
力

依
知
南
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会

会

長

倉

田

紀
夫



き
を
行
い
、

絡
み
餅
を
作
り
会
員

が
建
設
さ
れ
て
か
ら
二
年
八
か
月

、

基
本
的
に
は
近
隣
の
坊
中
自
治

平成 2 2

自
治
会
の
活
性
化
に

に
振
舞
い
ま
ず

。

そ
の
他
豚
汁
、

お
し

る
こ
、

甘
酒
も
作
り
ま
す

。

　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　
　

　
　

　

　　　　

ま
た

･

防
犯
活
動
で
は

･

全
家

を
さ
だ
だ
き
な
が

ら
住
。
宕
志

が
、

衾
は
単
独
で
実
施
で
き
,

幅
湖
均
謎
述
鋼覊

庭
が
当
番
制
で
夜
間
に
防
犯
パ
ト

で
自
治
△
蘂
取
立
に
漕
ぎ
着
け
ま
し

ょ
う
頑
張
り
ま
す

0

“

鮮
麗

ロ

ー
ル
を
行
っ

て
い
ま
す

。

た
。

取
り
組
ん
で
い
ま
す

睦
合
南
地
区
瀬
戸
睦
自
治
会

会

長

山

村

勝

美

皆
さ
ん
こ

ん
に
ち
は
。

妻
田

地

防
災
訓
練
で
も
生
活
に
密
着
し

当
自
治
会
は
全
世
帯
が
自
治
会

区
の
北
東
の
角
に
位
置
し
、

東
側

た
内
容
の
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す

。

員
と
な
っ

て
お
り
、

小
さ
い
な
が

が
中
津
川
の
清
流
に
面
し

て
い
る

ご
紹
介
し

た
い
事
は
ま
だ
ま
だ

ら
も
結
束
力
の
あ
る
集
団
で
す

。

当
自
治
会
の
活
動
内
容
に
つ
い
て

あ
り
ま
す
が
、

今
後
と
も
自
治
会

今
年
は
初
年
度
で
手
探
り
状
態

紹
介
し

ま
す

。

世
帯
数
は
約
八
百
、

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

で
の
自
治
会
運
営
と
な
っ

て
い
ま

そ
の
う
ち
自
治
会
加
入
世
帯
数
は

ず
。

す
が
、

そ
れ
で
も
市
民
健
康
ま
つ

地
域
が
一
丸
と
な
っ
た

ヤ
マ
ビ
ル
対
策
へ
の
取
り
組
み

げ

七
沢
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会

そ

会

長
黄
金
井

秀
夫

五
百
四
十
世
帯
で
す

。

‘

騰
が

り
運
動
会
に
参
加
し
、

十
一
自
治

七
沢
地
区
は
、

自
然
色
豊
か
な

繊
ゞ

･

′

′

、薹

さ
て
、

夏
の
納
涼
祭

、

冬
の
ど

!

｢
鶇
溢

鰹
′

会
中
五
位
と
い
う
結
果
も
残
す
こ

里
山
環
境
に
恵
ま
れ

、

神
奈
川
県

霧國讓
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ん
“
焼
‘

の
-
つ
“
最
大
“
‘
ベ
ー･
著
壷
議。きき

‘

〆-
,

･

･ん

ゑ

比瀞焚娑役難治絵活檄効勉励
吶確語妙捺燃杜拶淀硼椹蠅酘
噸忽鯵枷･Jギ爺沃努きざ鬼綴濃堆

は
五
種
類
の
模
擬
店
を
出
店
し
、

し

て
い
ま
す

。

が
あ
り
ま
す

。

四
季
折
々

の
風
情

焼
却
処
理
等
を
実
施
し
、

三
万
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　　　
　　　　

　　
　　　
　

。
1
巍
.
‘

淺遂
れ鬱さ鰯獺
は
じ

め
-
-エー
代

･

三
十
代
を
中
心

力
あ
ふ
れ
る
癒
し

の
散
策
公
園
で

減
の
成
果
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま

全
て
自
治
会
員
が
担
当
し

ま
す

。

当
自
治
会
は
自
治
会
長
の
私
を

が
楽
し

め
る
、

老
い
も
若
き
も
魅

三
九
九
言
、

ヤ
マ
ビ
ル
76

、

7
%

そ
の
他
長
寿
会

(
老
人
会
)
で
も

澪
‘

潔癖御殿概観護封で子花巍絵、
礬鰓灘＼

幟
鶴

,“導き~
貌
竣乱歓働穫感め劾般損舒拶故･

楚痢浴拝謝増翻ゆけ採倒
“
‘

“

法が
活
動
を
通
じ
、

全
戸
を
対

く
じ

引
き
な
ど
子
ど
も
た
ち
が
楽

,

に
出
席
す
る
こ

と
は
な
か
な
か
難

こ

の
よ
う
な
七
沢
地
区
も
、

近

象
と
し

た
環
境
整
備
も
意
識
づ
け

し

め
る
も
の
を
行
っ
て
い
ま
す

。

し

い
の
で
す
が
、

若
さ
と
団
結
力

年
、

ヤ
マ
ビ
ル
に
よ
る
被
害
に
頭

が
図
ら
れ

、

生
活
圏
内
も
手
入
れ

で
今
後
も
自
治
会
運
営
を
盛
ん
に

を
悩
ま
せ
て
い
ま
す

。

丹
沢
、

大

が
さ
れ

、

子
ど
も
も
大
人
も
安
心

し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

。

山
を
中
心
と
し

た
東
丹
沢
に
お
け

し

生
活
で
き
る
こ

と
に
感
謝
し

て

る
ヤ
マ
ビ
ル
生
息
地
は
、

山
間
部

お
り
ま
す

。

ヤ
マ
ビ
ル
は
、

里
山
の
崩
壊
な

　　

　
　
　
　　
　　
　

　
　　　　　
　　

　
　

　

　

当
日

の
指
導
を
、

当
自
治
会
に
在

-
辱
“
三
一“
=▼-
壷
望
理
=
て
一

二

1
一
事
“

諄

晝
躍
薑
顫
騒潴
三
藺
ゞ
L
l
匿
堕
一

環
の
み
な
ら
ず

、

当
七
沢
地
区
の
ゞ

住
の
扇
松
流
家
元
、

扇
松
寿
菊
先

-
禮
=
三
』
荊
こ浦
川
簿÷跛
約
鞭…
炬

繍
瀦
暹
鬮

拭
州
讓
濶
田
園
醍醐
礪

般
住
宅
地
に
ま
で
も
拡
散
し
、

そ

ど
で
山
を
下
り
て
き
た
シ
カ
や
ィ

生
に
お
願
い
し

て
い
ま
す

。

翌
口

の
≧
二
潅
o
刃
か
-昇
一理

t

繊
･

癈
灘
騨
竃

て

会
の
被
害
は
住
民
を
始
め
、

農
林
業

ノ

シ
シ
な
ど
の
鳥
獣
を
介
し

て
拡

に
は
＼
大
人
用
と
子
ど
も
用
神
興

南
毛
利
南
地
区
サ
ン
グ
レ
ィ
ス

＼↑

“
謙“も
ぎ
二

趣
認
晦
勒

従
事
者

、

観
光
客
(
ハ
ィ
ヵ
ー
)
等

大
し

た
も
の
で
あ
り
、

地
球
の
温

が
土

域
内
を
練
り
歩
き
ま
す

。

愛
甲
石
田
自
治
会

廳
臟
髯
箋

ミ

漉

そ

朧
に
ま
で
及
ん
で
い
ま
す

。

暖
化
も
ャ
マ
ビ
ル
の
急
増
を
助
長

冬、に
行
う
ど
ん
ど
焼
き
の
メ
イ

会

長

山

田

功

次

ふ
ま
導

ゞ
瞑
選"橇
趣
轆
鯛
熟洽&が

吸
血
被
害
を
無
く
す
た
め
に
は
、

し

て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す

。

･

-
、

や
ぐ
ら
に
飾
っ

た
各
家
庭

ふ瀕さ
輻
が
ミ
き

;
ふ

ま

生
息
地
を
拡
大
さ
せ
な
い
こ

と
が

引
き
続
き
地
区
の
活
性
化
に
向
け

市民健康 ま つ り運動会の風景

　
　
　
　
　
　
　
　　　　　　
　
　
　
　
　
　
　

~"
･
＼
;

翻
評

も

六
回
･

延
べ
六
百
三
名
の
自
治
会
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校
の
空
き
教
室
を
使
い
原
寸
大
に

隣
接
し
、

県
道
横
浜
伊
勢
原
線
を

個
-
個
設
置
し

ま
し

た
。

タ
ー
、

南
側
に
流
通
団
地
が
立
地

　

　
　

　
　

　
　
　

　

ン
夕
が
や
つ

て
き
た

パ
ソ

コ

ン
で
拡
大
し

た
図
面
に
一

挟
ん
で
、

北
側
に
県
の
防
災
セ
ン

　

森
の
里
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会

昨
年
は
、

12
m
×

6
m、
今
年

し

て
い
ま
す

。

会

長

新

郷

道

人

は
n
m
×

n
m
の
ネ
ッ

ト
に
各
四

約
百
世
帯
で
住
民
三
百
人
足
ら

千
個
の
L
E
D
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

ず
の
小
さ
な
自
治
会
で
す
が

、

相

森
の
里
地
区
に
は
、

自
治
連
主

を
使
い
ま
し

た
。

赤
、

白
、

モ
ノ

川
地
区
で
構
成
す
る
消
防
第
人
分

催
の
お
祭
り

が
三
つ
あ
り
ま
す

。

ト
ー
ン
が
多
い
ク

リ
ス
マ
ス

イ
ル

団
の
一
個
部
隊
を
有
し
、

隣
接
両

五
月
鯉
の
ぼ
り

祭
り
、

八
月
夏
祭

ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
に
無
い
、

赤
、

白
、

市
を
含
め
た
住
民
の
安
心
安
全
に

り
、

十
二
月
が
今
回
紹
介
す
る
ク

青
、

緑
、

橙
き
ら
び
や
か
な
輝
き

寄
与
し

て
い
ま
す

。

リ
ス
マ
ス
祭
り
で
す

。

昭
和
六
十

を
放
っ

て
い
ま
す

。

最
近
の
社
会
環
境
の
変
化
で
、

三
年
か
ら
二
十
三
回
を
数
え
る
子

住
民
だ
け
で
作
り
上
げ
る
イ
ル

長
沼
自
治
会
で
も
住
民
同
士
の
交

ど
も
た
ち
の
夢
と
、

成
長
と
、

森

ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
は
、

来
年
完
成
で

流
が
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、

の
里
及
び
世
界
の
平
和
を
祈
っ

た

す
。

お
楽
し

み
に
。

毎
年
八
月
に
行
う
納
涼
祭
で
は
、

行
事
で
す

。

消
防
団
や
健
全
育
成
会

、

昭
和
会

青
山
学
院
大
学
の
ク

リ
ス
マ
ス

老
人
会

、

生
産
組
合
な
ど
全
て
の

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
　　
　
　　
　

　
　　　　　　　

　
　
　
　
　
　

ー
ト
で
し

た
。

三

/

.

シ

ま
た
、

以
前
十
年
に
わ
た
っ

て

き

緒岸銚徽褪後
今頃縦鰐勢矧

ぎ

浄
噺薊挟地域ル"蔽遊拗け妙諸

原
点
で
も
あ
り
ま
す

0

･

′

‐
.

俳
置
さ
れ
て
い
た
大
き
め
の
プ
ラ
ン

ク

リ
ス

マ
ス
イ
ル
ミ

ネ
1
シ
ョ

キ

.

ス

タ
ー
に
、

花
を
植
え
管
理
し

て
き

ン
を
中
心
に
、

野
外
ス
テ
ー
ジ
で

蝉
}

マ

た
花
好
き
の
人
た
ち
が
相
談
し

て

の
オ
カ

リ
ナ
な
ど
の
演
奏
会
、

大

･

圦
昨
年
度
｢
長
沼
フ

ラ
ワ

ー
ク

ラ
ブ

市
の
公
園
緑
地
課
や

、

ふ
る
さ

と
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
ご
支
ノn

も
頂
き
な
が
ら
ミ

ニ
花
壇
や
新
た

を
使
い
、

夢
い
っ

ぱ
い
の
デ
モ
ン

注…
い
つ
ゐは
い
の
鮴地罐域

に
設
置
し

た
プ
ラ
ン
夕

i
で
季
節

ス
ト
レ

ー
シ
ョ

ン
を
行
っ

て
い
ま

の
花
々

を
咲
か
せ
て
い
ま
す

。

ず
。

初
代
の
ポ
ケ
モ
ン
か
ら
、

昨

づ
く
り
を一一目
鮨"‐し
て

い
ず
れ
は
各
戸
に
も
花
を
植
え

年
｢
森
の
里
に
サ
ン
タ
が
や
っ
て

相
川
地
区
長
沼
自
治
会

て
い
た
だ
き
、

｢
花
い
っ

ぱ
い
で

き
た
し

を
テ
ー
マ
に
三
年
計
画
で
、

イ
ル
ミ

ネ
i
シ
ョ

ン
を
作
製
し

て

お
り
ま
す

。

製
作
は
、

自
治
会

、

祭
り
世
話
入
会
を
中
心
に
、

小
学

だ
な
｣

と
感
じ

て
い
た
だ
け
る
地

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
り
を

域
を
目
指
し

て
努
力
し

て
い
ま
す

。

王
子

‐

丁
目
、

三
丁
目
と
一
緒
に

毎
年
八
月
に
行
う
納
涼
祭
で
は
、

　
　

　

lr
rll
、′二
LL二言
��
キー
~ゞ

◆F
J
��.･テ
、

′、l
-1I-��
:±
-

掛

窟.-
,

湾
防
団
や
健
全
育
成
会
、

畔
和
会
、

芝
痩

老
人
会

、

生
産
組
合
な
ど
全
て
の

ゎ
醐体熔瀦劾孔せ

住
民
の
交
流
“

シ

ま
た
、

以
前
十
年
に
わ
た
っ

て

ざ
行
っ

た

｢
レ

ン
ゲ
ま
つ
り
｣
の
当

ミ

時
か
ら
地
区
内
の
市
道
沿
い
に
設

　
　　　　
　　　　　　　　　

マ

た
花
好
き
の
人
た
ち
が
相
談
し

て
、

圦
昨
年
度
｢
長
沼
フ

ラ
ワ

ー
ク

ラ
ブ
｣

を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。

市
の
公
園
緑
地
課
や

、

ふ
る
さ

と
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
ご
支
援

も
頂
き
な
が
ら
ミ

ニ
花
壇
や
新
た

に
設
置
し

た
プ
ラ
ン
タ

ー
で
季
節

の
花
々

を
咲
か
せ
て
い
ま
す

。

い
ず
れ
は
各
戸
に
も
花
を
植
え

て
い
た
だ
き
、

｢
花
い
っ

ぱ
い
で

触
れ
合
う
き
れ
い
な
地
域
づ
く
り｣

を
進
め
て
い
ま
す

。

そ
し

て
隣
接

長
沼
地
区
は
厚
木
市
の
南
西
部

す
る
両
市
か
ら
厚
木
市
に
入
っ

た

に
あ
り
、

平
塚
市
と
伊
勢
原
市
に

人
た
ち
が

｢
花
が
あ
っ

て
き
れ
い

公
園
･

緑
地
公
園
の
環
境
整
備

、

　

　
　

　
　

　

夏
祭
り
、

三
世
代
交
流
芋
掘
会
及

淺

び
懇
親
会
シ

ラ
同
好
ク

ラ
ブ

･

子
供
ク

ラ
ブ
の
支
援
等
や
日
曜
日

で

真

を
除
く
毎
日

の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、

き
^

游
公
園

、

王
子
神
社

、

自
治
会
館
等

批
な
~
繋

誤
の
月
例
清
掃
等
の
事
業
を
実
施

。

き
と)

d
そ
し

て
緑
ケ
丘
公
民
館

、

地
区
目

ゞ
譲
れ
治
会
の
運
動
会

、

祭
り
、

各
種
競

評
構
技
大
会
、

イ
ベ
ン
ト
事
業
へ
の
参

&

‐

加
な
ど
。

“

こ

う
し

た
事
業
や
参
加
を
通
じ

“
檗

｢
出
会
い
、

ふ
れ
あ
い
、

会
話
｣

･

簸
仇

の
機
会
を
多
く
し

て
絆
を
深
め
、

麓

地
域
の
力
を
少
し

で
も
高
め
て
災

害
に
強
い
、

明
る
く
住
み
よ
い
、

自
助
･

共
助
の
街
に
な
り
た
い
も

、

の
と
思
っ

て
い
ま
す
。

王
子
二
丁
目
は
、

東
側
が
県
企

業
庁
水
道
局
低
区
配
水
池
と
山
林

、

北
側
が
山
林

、

西
側
が
本
厚
木
カ

ン
ツ
リ
ー
ク

ラ
ブ
に
接
し
、

北
側

へ
の
通
過
道
路
が
な
く

、

主
要
道

は
団
地
南
側
に
東
西
に
走
っ

て
い

て
、

そ
の
道
の
南
側
に
玉
子
三
丁

目
文
郷
山
団
地

、

厚
木
商
業
高
校

、

福
伝
寺
が
あ
る
閑
静
な
と
こ

ろ
で

す
。

自
治
会
が
発
足
し
て
三
十
五

年
。

今
年
は
厚
木
東

、

商
業
高
校

避
難
所
開
設
訓
練
と
と
も
に
そ
の

　

　
　

　
　
　
　

"
遼
盤

　
　
　

　　

き
犠

群

乾
講

が
心

　
　
　
　

蘂
緑ケ丘地区市民大運動会

会

長

森

屋

蟆

義

自
助
･

共
助
の
街
を

目
指
し
て

亀

緑
ケ
丘
地
区
王
子
二
丁
目
自
治
会

む
き

会
長
佐
々

木

安

雄


